NEC 


ValueOne G シリーズを 
ご貝き入いただいたお客様へ 


添付のマニュアルをお読みになる前に、必ずこの冊子をご覧ください 


本冊子では 、 ValueOne G シリーズ①仕様や 、 ValueOne G シリーズとほかのシリー 
ズと①違いについて説明しています。 

本冊子切外のマニュアルには 、 ValueOne G シリーズ L ソ外の情報も記載されています 
ので、あらかじめ本冊テで 、 ValueOne G シリーズ①情報をご確認ください。 
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◎ NEC Corporation , NEC Personal Products , Ltd . 2007 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプ□ダクツ株式会社の許可なく複製•改変などを巧ラことはできません。 


本書に記載のイラストは、モデルによって異なることがあります。 

Microsoft, Windows、Windows Vista、Internet Explorer、Office □ ゴ、 Outlook 、 PowerPoint は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

インテル、 Intel 、 Pentium 、 Celeron、Intel Core はアメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation ま 
たはその子会社の商標または登録商標でず。 

SD および miniSD □ ゴ、および證 □ ゴは商標でず。 
miniSD™ および microSD™ は SD アソシエーションの商標でず。 

"Ma 呂 icGate Memory Stick" ("マジックゲートメモリースティック"）および" Memory Stick" ("メモリースティッ 
ク"）、 Memory Sticks „需,、 Memory Stick PRO. Memory Stick D 叫 、 "Ma 旨 icGate" ("マジックゲード）、 
MagicGate 、 日 penMG はソニー株式会社の商標でず。 

. 。滋 . 、 rxD- ピクチャーカード ™ 」は富 ± 写真フイルム ( 株 ) の商標でず。 

SmartMedia (スマートメディア）は、株式会社ま芝の登録商標です。 

CompactFlash ( コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation 社の登録商標です。 

Microdrive は、 IBM の商標です。 IBM は 、 IBM Corporation 社の登録商標です。 

Standby Rescue Multi は、株式会社ネットジャパンの商標です。 

その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 





ご購入いただいたモデルの確認 

r 添付品の確認」 ( P .8) をご覧になる前に、ご購入いただいたモデルの型番を確認し 
てください。モデルによつて添付品などが異なります。 


型まにごいて 


個包箱に貼!5れたステッカーに、フレーム型番とコンフィグオプション型番が記載されています。 
これ!5の型番は、添付品の接続や、再セットアップ時に必要になりますので、次ページ臥降で確 
認し、このマニュアルに記入しておいてください。 


XXXXXXXXXXXXXXX 

11111111111111111111111111111111111111111111 


xPC-GVxxxxxxxl 111111111111111111111111111111 


1111111111 

1111111111 

1111111111 

1111111111 

111111111 


1111111111111111111111111111111111111111111 


1111111111111111111111111111 
111111111111111111111111 り 1111 
111111111111111111111111 り 1111 


-フレ—ム型番 

•コンフイグオプション型番 


ミ^子でッウむ ValueOne G シリーズを NEC Direct から直接ご購入の場合は、 121 ware . com のマイぺ一 
ジの「保有商品情報」に自動的に登録されます。そのため、あらためて保有商品情報をご 
登録いただく必要はありません。 


ご購入いただいたモデルの確認 










































フレーム型まのお認 


捆包箱に貼5れたステッカーに記載のフレーム型番を、下記の①〜③の枠に記入してください。 


フレーム型番- 


XXXXXXXXXXXXXXX 

111111111111111111111111111111111111111111111111 


I XXXX PC-GV XXXXXXX 


111111111111111 

111111111111111 

111111111111111 

111111111111111 

111111111111111 


111111111 


1111111111111111 


111111111111111 国 1111111111 

111111111111111 国 IIIM 
111111111111111 国 IIIM 


1111111111111111111111111111111111111111111 ^ 


の® ③ 

pc-Gvmnczna 

フレーム型番の、①〜感の部分の英数字の意巧は、次の各表のとおりでず。 

該当ずるものにチェックマーク （/) を記入してください。選んだパソコンの種類を確認でをまず。 


①は、 CPU のク□ック周波数を表しています。 


/ 

型番 

ク□ック周波数 


18 

1 .80 GHz または1 .86 GHz 


24 

2.4 GHz 


30 

3.0白 GHz 


②は、 CPU の種類を表しています。 


/ 

型番 

CPU 


H 

インテル® Celeron ® D プ□セツサー 


Y 

インテル® Core ™ 2 Duo プ□セツサー E 6600または 
インテル® Core ™ 2 Duo プ□セツサー E 6320 



インテル® Core ™ 2 Duo プ□セツサー E 4300 


③は、 0 S とソフトウエアパックの種類を表しています。 


/ 

型番 

0 S 


R 

Windows Vista ™ Home Basic (ミニマムソフトウエアパック） 


U 

Windows Vista ™ Business (ミニマムソフトウ: e アパック） 
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コンフイグオプシヨン型まのお認 


コンフイグオプション型番は、選んだモデルやオプションごとにそれぞれ、ステッカーに記載さ 
れていまず。 



•コンフイグオプション型番 


コンフイグオプション型番の種類と意巧について、 [1] 〜 [11] の各表で説明していまず。 

コンフイグオプション型番の□の部分に入る英数字を確認して、該当するものにチェックマーク 
(/) を記入してください。これ5の表で、選んだ機器やソフトウェアの内容を確認できます。 

〇チェック ク-ステッカーに記載されている型番は順不同になっています。 

-ご購入時に選択しなかったコンフイグオプション型番は、ステッカーに記載されません。 

-ご購入されたモデルによっては、選択できないコンフイグオプション型番があります。 

[1] PC - G-ME □□□□は、メモリの種類と容量を表していまず。 


/ 

型番 

メモ U の種類と容量 


G 已 2 G 

已 12 MB DDR 2 SDRAM (曰 12 MBX 1)、 PC 2 -己3日日み 1応 
( DDR 2-667) 


H 101 

1 G 巨 DDR 2 SDRAM (己 12 MBX 2)、 PC 2 -已3日日み: t 応 
( DDR 2-667) デュアルチャネル対応 


G 1 1 A 

1 G 巨 DDR 2 SDRAM (1 GBX 1)、 PC 2 -己3日日み: t 応 
( DDR 2-667) 


G 20 U 

2 G 巨 DDR 2 SDRAM (1 G 巨 X 2)、 PC 2 -己3日日み: t 応 
( DDR 2-667) デュアルチャネル対応 
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に] PC-G-R □□□□□は、内蔵八ードディスクドライブの容量を表しています。 


/ 

型番 

内蔵八ードディスクドライブの容量 


N108E 

約 80GB Serial ATA HDD 


N1 16H 

約1色日 GB Serial ATA HDD 


N132已 

約 320GB Serial ATA HDD 


N2082 

約 160GB (80GB x 2 台） Serial ATA HDD 


N2162 

約 320GB (160GB x 2 台） Serial ATA HDD 


N2321 

約 640GB (320GB X 2 台） Serial ATA HDD 


S 2081 

約 160GB (80GB X 2 台） Serial ATA HDD 
StandbyRescue 


32161 

約 320GB (160GB x 2 台） Serial ATA HDD 
StandbyRescue 


32321 

約 640GB (320GB x 2 台） Serial ATA HDD 
StandbyRescue 


[3] PC-G-CD □□□□は、 DVD/CD ドライブの種類を表しています。 


/ 

型番 

DVD/CD ドライブの種類 


CDD9 

CD-ROM ドライブ 


COMH 

CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ 


DMPP 

DVD スーパーマルチドライブ （DVD-RAM/R/RW with 
DVD+R/RW ドライブ） （DVD-R/+R 2 層書述み） 


NCD2 

スリムタイプ CD-ROM ドライブ 


NC04 

スリ厶タイプ CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ 


NSM4 

スリムタイプ DVD スーパーマルチドライブ （DVD-RAM/R/ 

RW with DVD+R/RW ドライブ） （DVD-R/+R 2層書込み） 


[4] PC-G-FD □□□□は、フ□ッピーディスクユニットの種類を表していまず。 


/ 

型番 

フ□ッピーディスクユニットの種類 


UFD8 

フ□ッピーディスクドライブ （USB 接続） 


[5] PC-G-GR □□□□は、グラフィックボードの種類を表していまず。 


/ 

型番 

グラフィックボードの種類 


DVCD 

Intel 社製インテル® Q9 日3チップセット+ DVI-D インターフエ 
イスボード 


[目] PC-G-SL □□□□は、力ードス□ットの種類を表しています。 


/ 

型番 

力ードス□ットの種類 


MRD4 

7メディア対応カードス□ット 



































[7] PC - G -13 □□□□は、 IEEE 1394 ボードの種類を表しています。 


/ 

型番 

IEEE 1394 ボードの種類 


94 B 4 

IEEE 1394 増設 PCI ボード 


[8] PC - G - AP □□□□は、ソフトウェアの種類を表しています。 


/ 

型番 

ソフトウエアの種類 


0 F 32 

Microsoft ® Office Personal 2007 


0 PP 2 

Microsoft ® Office Personal 2007 with Microsoft ® Office 
PowerPoint ® 2007 


[9] PC - G - SP □□□□は、スピーカの種類を表しています。 


/ 

型番 

スピーカの種類 


BSP 3 

外付けステレオスピーカ 


[10] Fuanaa - G は、ディスプレイの種類（型）を表しています。 


/ 

型番※ 1 

ディスプレイの種類 


17 R 61 

17 型スーパーシャインビュー EX 液晶※ 2 
(スピーカ内蔵/アナ□グ RGB 接続） 


《1:ディスプレイの箱、保証書、銘板、添付のマニュアルには、 r - G 」 が書かれていませんが、 
同じ商品です。 


《2 ：1,280 X 1，日24ドットの解像度臥外は拡大表をされますので、文字などの線がぼやける 
ことがありまず。 


[11] PC - G-SU □□□□は、保罰の種類を表していまず。 


/ 

型番 

保証の種類 


1 EM 1 

1 年間保証 


3 EM 1 

PC 3 年間メ ーカー保証サービスパック 


3 EH 1 

PC 3 年間安む保証サービスパック 


3 EH 2 

PC 3 年間安む保証サービスパック U モート点検サービス付さ 


3 ES 1 

PC 3 年間出張修理保証サービスパック 


ご購入いただいたパソコンのフレーム型番や情報は、電子マニュアル^「サポートナビダーター」- 
「このパソコンの情報」でち確認でをまず。 


次ページか！5 、 ValueOne G シリーズに関する添付品情報や読み替え情報、注意事項などにつ 
いて記載していまず。ここで控えた型番を参考にして、該当する説明をご覧ください。 


ご購入いただいたモデルの確認 






























添付品の確認 

まず、「ご購入いただいたモデルの確認」 （ P .3) で、ご購入いただいたモデルを確認 
してください。次に添付品を確認してください。モデルにより、添付品が異なります。 




□パソコン本体 



□キーボード 


□マウス 


□サービスコンセント付さ電源ケーブル 


□スタビライザ 


□ケープルストッパ 
□ネジ 


□セットアップマニュアル 

□ソフトウェアのご使用条件（お客様へのお願い）/ソフトウェア使用条件適用一覧 
(1 枚になっています。箱の中身を確認後必ずお読み<ださい） 

□1 21 ware ガイドプック 
□インターネット活用プック 
□ユーザーズマニュアル 

□Windows Vista をアップグレードしよう DVD-ROM (Windows Anytime Upgrade ) 
(有償で Windows Vista をアップグレードする際に使用する DVD-ROM です。通常は、 
使用する必要はありません） 

□Value 日 ne G シリーズをご購入いただいたお客様へ（このマニュアル） 


次の添付品の有無や種類は、選んだコンフィグオプション型番により異なりまず。 

「ご購入いただいたモデルの確認」 （ P .3) をご覧になり、コンフィグオプション型番のチェック 
表で添付されているちのを確認してください。 

• ディスプレイを還んだ場合 

□17 型スーパーシャインビュー EX 液晶ディスプレイ 
(コンフィグオプション型番： F 17 R 61- G ) 

• コンフィグオプション型番が PC - G - FDUFD 8 の場合(フ□ッピーディスクユニット) 

□外付け USB フ□ッピーディスクユニット 
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• コンフイグオプション型をが PC - G - SPBSP 3 の場合{スピーカ) 

□外付けステレオスピーカ 


• 3 ンフィグオプシ3ン型ちが PC - G - RS 2081、 PC - G - RS 2161、 PC - G - RS 2321 
の場合{セカンド八ードディスク） 

□Standby Rescue Multi v 3 CD-ROM 

□Standby Rescue Multi アクテイべーシヨンキー案内（アクテイべーシヨンキーの記載 
があります） 


• コンフイグオプション型番が PC - G - APOF 32 の場を{ソフトウエア） 

□ Microsoft ® Office Personal 2007パッケージ 

• コンフイグオプション型をが PC - G - APOPP 2 の場合（ソフトウエア） 

□ Microsoft ® Office Personal 2007パッケージ 
□ Microsoft が Office PowerPoint ® 2007パッケージ 

•コンフイグオプション型番が PC - G - SU 3 EMK PC - G - SU 3 EH 1、 PC - G - SU 3 EH 2、 
PC - G - SU 3 ES 1 の場合（照正） 

□安/。保証サービスパック、出張修理保証サービスパック、または メーカー 保証サービス 
パック 


〇チェック ク添付品が足りない場合や破損していた場合は、すぐに NEC 121コンタクトセンターにお申 
し出ください。 


添付品の確認 





添が 7 ニユアルとの記載の違いについて 


まをにお使いいただ<ために 


添付の マニュアル 『ユーザーズ マニュアル』- 「ま全にお使いいただくために」-「安全上のご注 
意(警告事項)」-「本体使用上の警告」にある記載を次のよラに読み替えてください。 

『ユーザーズマニュアル』の記載 


戸 




€ 




A 警告 


♦ 煙や異臭、異常な音、手で軸れないほど熱いときは、ずぐに 
本おの電源を切0、電源コードのプラグをコンセントか6 
巧いて < ださい。パ•ッテリパックを装着しているとをは、 
安をを巧話してか6取り巧して<ださい。 

そのまま使用ずると、乂災、やけど、感電のおそれがありまず。内部 
の点検•調整は、 NEC 121コンタクトたンターにお問い合わせく 
ださい。 







巧ちをの記載 


/F 




€ 




A 警告 


♦ 煙や異臭、異常な音、手で軸れないほど熱いときは、ずぐに 
本機の電源を切0、電源コードのプラグをコンセントか6 
巧いて < ださい。パッテリパックを装着しているとをは、 
安をを巧話してか6取り巧して<ださい。 

そのまま使用ずると、乂災、やけど、感電のおそれがありまず。内部 
の点検•調整は、下記にお問い合わせください。 

0120 -977-633 





J/ 


添付の マニュアル 『ユーザーズ マニュアル』- 「安全にお使いいただくために」-「製品保護上の 
ご注意」- r メモリーカード取り扱い上の注意」の内割こ、次の文章を追加してご覧ください。 

-メモリーカードには、指定の貼付箇所臥州こラベルを貼!5ないでください。 
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巧蔵スピーカ 


このパソコンにスピーカは内蔵されていません。音靑は、本体背面の音声出力端子に接続されてい 
るが付けステレオスピーカ、またはディスプレイの内蔵スピーカか5出力されまず。 


roffice Personal 2007 J のインストール 


1；1下のマニュアルに記載されている 「Office Personal 吕〇07」のインス!ル方まについて、巧 
のよ5に読み替えてください。 

-電子マニュアルが r ヴポートナピゲーター」-「使いこなず」-「ソフトの追加と削除」-「各ソ 
フトの追加と削除について 」- 「Office Personal 2007. PowerPoint 吕〇07」に記載され 
ている r 追加方ま」 

-添付のマニュアル『ユーザーズマニュアル』 - PART 吕「巧セットアップ」-「再セットアップず 
る （C ドライブのみ)」-「9 Office Personal 2007または Office Personal 2007 with 
PowerPoint 吕〇 07 を再セツトアップする （Office 2007モデルのみ)」 


■ [Office Personal 2007_|のインス I ル方巧 

1 「Office Personal 2007」のインス I '―ル CD - ROM を DVD / CD ドライブにセッ 
卜ずる 

「自動再生」が表をされます。 

〇 チェック ク「自動再生」が表示されない場合は、「スタート」-「コンピュータ」をクリックし、 DVD/CD 
ドライブのアイコンをダブルクリックして、手順3に進んでください。 

2 I ' SETUP . EXE の実行」をクリック 
3 プ□ダクトキーを入力して、 r 次へ」をクリック 

4 「マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項をお読みください」び表示された 
sr マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項に同意しまず」のじ]を图にして 
r 巧へ」をクリック 

〇 チェック ク .「Microsoffi Office IME 2007」をインストールする場合は、手順7に進んでください。 

. ご購入時の巧態では、 「 Microsoft ® Office IME 2007」はインストールされていません。 

5 「ユーザー設定」をクリック 

6 「 Office 共有機制横の囚をクリックして 「Microsoft Office IME (日本語)」横 
の呈3をクリックし、「インストールしない」を選択する 

7 r 今ずぐインス! •/ レ」をクリック 

インス I ルが始まりまず。 

8 「Microsoft Office Personal 2007が正常にインス I '―ルされました。」と表示 
された5 r 閉じる」をクリック 

〇 チェック クインストールが終了したら、'必ず 「Microsoft Update 」 を実巧し、最新の巧態にしてください。 

「Microsoft Update 」 について詳しくは、電子 マニュアル おけ•ポートナビゲーター」 - 「まふ 
安全に使う」- 「 Windows を更新する 」- 「Microsoft Update とは」をご覧ください。 


添付マニュアルとの記載の違いについて 11 




rPowerPoint 2007 J のインストール 


電子マニュアル睽 r サポートナビゲーター」 - 「使いこなす」-「ソフトの追加と削除」-「各ソフ 
卜の追加と削除について 」- 「Office Personal 2007 、 PowerPoint 2007」の「追加方法」に 
記載されている 「PowerPoint 2007」のインス I ル方まについて、巧のように読み替えてくだ 
さい。 

■ FPowerPoint 2007 J のインス I ル方法 

1 「Office Personal 2007」のインスI'―ル CD-ROM を DVD/CD ドライブにセッ 
卜ずる 

「自動再生」が表をされます。 

り 子で'ル'! 「自動再生」が表示されない場合は、「スタート」-「コンピュータ」をクリックし、 DVD/CD 
ドライブのアイコンをダブルクリックして、手順3に進んでください。 

2 I'SETUP.EXE の実行」をクリック 
3プ□ダクトキーを入力して、 r 巧へ」をクリック 

4 「マイク□ソフトソフトウェアライセンスを項をお読みください」が表示された 
sr マイク□ソフトソフトウェアライセンスを項に同意しまず」の□を图にして 
r 巧へ」をクリック 

〇 チェック ク- 「 Mic の soft ® Office IME 2007」をインストールする場合は、手順7に進んでください。 

. ご購入時の巧態では、 「 Microsoft ® Office IME 2007」はインストールされていません。 

5 「ユーザー設定」をクリック 

6 「Office 共有機制横の囚をクリックして 「Microso 円 Office IME (日本語)」横 
の呈3をクリックし、「インストールしない」を選択ずる 

7 r 今ずぐインス! J レ」をクリック 

インス I ルが始まりまず。 

8 「Microsoft Office Personal 2007び正常にインスI'―ルされました。」と表示 
された5 r 閉じる」をクリック 

〇 チェック クインストールが終了したら、'必ず 「Microsoft Update 」 を実行し、最新の巧態にしてください。 

「Microsoft Update 」 について詳しくは、電子 マニュアル がけポートナビゲーター」 - 巧' む 
安全に使う」- 「 Windows を更新する 」- 「Microsoft Update とは」をご覧ください。 
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rWinDVD for NECJ 


電子マニュアル睽 r ヴポートナピゲーター」-「使いこなす」-「ソフトの追加と削除」-「各ソフ 
卜の追加と削除について 」- 「WinDVD for NEC 」 に記載されている「追加方法」は、巧の内容に読 
み替えてください。 

1 「スタート」- r すべてのプ□グラム」- r アクセサリ」- r ファイル名を指定して実任! 
をク U ック 

「ファイル名を指定して実行」が表示されまず。 

2 r 名前」欄に rC :¥ APSETUP ¥ WINDVD ¥ WD 8 Setup.exe - d 」 と入力ずる 

3 「0 K 」 をク U ック 

タスクバーに rWinDVD ''」 のタスクバーボタンび追加されます。 

※「…」部分の表記は変わりまず。 

4 rWinDVD のインス I ルを完了しました」と表示された5、「〇"をクリック 

5 「スタート」- r 終了オプション」をクリックし、 r 再起動」をクリック 

〇チェック ク • CPRM に ontent Protection for Recordable Media ) のき作権保護機能には対応しておりま 
せん。 

. A - ドディスク巧の DVD - Video イメ ージの再生はサポートしていません。 


rSIGLOBE ツールバ ーJ 


電子マニュアル睽 r サポートナビゲーター」-「使いこなず」-「ソフ I 覧 」- 「Internet 
Explorer 」 および r 日旧 L 0 日 E ツールバー」に記載されている团 GLO 日 E ツールバーのホームぺ一 
ジの URL はなのよ5に読み替えてください。 

電モマニュアルサポートナビゲータ ー J の記載 

http :// toolbar . biglobe . ne . ip / index.html 


巧ちをの記載 

http :// toolbar . biglobe . ne . ip / 

電子マニュアル跨1■サポートナビゲーター」-「使いこなず」-「ソフトの追加と削除」-「鲁ソ 
フトの追加と削除について」- 「 B に LOBE ツールバー」に記載されている团 GLOBE ツールバー 
の削陳方法は次のよ ラに読み替えて ください。 
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BIGLOBE ツールバーの 削除方法 

1 「スタート」-ロント□-ルパネル」-「プ□グラムのアンインストール」をクリック 

「プ□グラムのアンインス I ルまたは変更」が表示されます。 

2 -覧か SrBIGLOBE ツールバー V4.3 1」をクリック 

3 「アンインス!'―ルと変更」をクリック 

ファイル削除の確認メッセージび表示されまず。 

4 「0K」 をク U ック 

削除が始まります。 

5 r 完了」をクリック 


BIOS セットアップユーテイリテイ 


電子マニュアル跨 r ヴポートナビダーター」-「パソコンの機能」- 「 BIOS セットアップユーティ 
リティ」に記載されている次の内容を読み替えてください。 

巧続をれている USB スト レー ジデパイスの エ 5 ユレー シヨンタイプ 

「八ードウ 1 ア環境の設定」- 「「 Advanced 」 メニュー 」 -fAdvanced Chipset Setup 」-「 US 己 
Storage Device Confi 邑 uration 」- にのリ131:1〇口 Type 」 の次の値を読み替えてください。 


巧更前 

Forced HDD 


巧更を 

Forced FDD 

ユーザパスワードで BIOS セットアップユーティリティを起動した場合に使用でをな < なる頃目 

「パスワードの設定と入力」-「日1日 S セットアップユーティリティ起動時のパスワード入力」-「スー 
パバイヴパスワードとユーザパスワードの両方を設定している場合」- rSecurity 」 メニュー」の 
次の内容を読み替えてください。 


巧更前 

ユーザパスワード設定技外の項目 


巧更を 

「Change User Password」、「Secuhty Chip Confi 旨 urationJ-rTPM Support」、「Security 
Chip Confi 呂 uration」-[Change TPM State 」 料がの項目 
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NEC のサポー ト窓 □ 


このパソコンに添付されているマニュアル、および電子マニュアルに記載されている NEC のヴ 
ポート窓□「に！コンタクトセンター」については、添付の『121 ware ガイドブック』の内容に読 
み替えてください。 

特に NEC パーソナル商品総合情報サイト「121 ware . com 」 のお客様専用ぺージの名咖ま、次のよ 
ラに変更されていますのでご注意ください。 

添付の『ユーザーズマニュアル』と電子マニュアル解 r サポートナビゲータ ー J の記載 

マイアカウント 

変更を、および『121 ware ガイドブック』の記載 

7イぺージ 

また、121コンタクトセンターへのお問い合わせについては、121 ware 「ヴービス&ヴポート」 
の"お問い合わせ"をご参照ください。 
http :// 121 ware . com / support / 


お客様登録 


添付のマニュアル『ユーザーズマニュアル』 - PART 1 「お客様登録のお願い」については、添付の 
『121 ware ガイドブック』-「お客様登録」の内容に読み替えてください。 


このパソコンで使える増設 RAM ボー 



パソコンのメモリを増やずときには、「増設 RAM ボード」というボードを使いまず。 
このパソコンでは、次の増設 RAM ボードを使ラことをおすずめしまず。 


型名 

メモ U 容量 

PC-AC-ME023C 

512M バイト 

PC-AC-ME024C 

…バイト 


(DDR2 SDRAM/DIMM、PC2 -己300タイプ) 
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ディスプレイの接続について 


この A ’ ソコンには、5二 D - subl 已ピンのアナ□グ RG 日コネクタに対応したディスプレイが接 
続でをまず。また、グラフィックボードを選択した場合は、 DVI コネクタに対応したディスプレ 
イち接続でをまず。 

ディスプレイの接続コネクタは、還おした PCI Express ボード（グラフィックボード）により 
異なります。ディスプレイを接続ずるときは、巧の説日月とディスプレイのマニュアルをご覧くだ 
さい。 

参グラフィックボードなしの場合 

アナ□グ RG 日コネクタ （ D - sub ) 対応のディスプレイは、バソコン本体のアナ□グ RG 日コネ 
クタに接続してください。 



なお、グラフィックボードなしの場合、 DVI コネクタ対応のディスプレイは接続できません。 

• DVI - D インターフェイスボードを遇んだ場合 

アナ□グ RG 日コネクタ （ D - sub ) 対応のディスプレイは、 A ’ ソコン本体のアナ□グ RG 日コネ 
クタに、 DVI コネクタ対応のディスプレイは、 DVI - D インターフェイスポードの DVI - D コネク 
夕に接続してください。 



で i 子でリウ!! F 17 R 61 を選がした場合は、 DVI - D コネクタへは接続できません。アナログ RGB コネクタへ 
接続してください。 
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IEEE 1394 ボードについて 


IEEE 1394 ボード （ PC - G -1394 B 4) を選択された場合、このパソコン背面の PCI ス□ット 
に IEEE 1394 ボードが取り付けられていまず。 

IEEE 1394 ボードについては、電子マニュアル®^「サポートナビゲーター」-「使いこなず」- 
「パソコンにつなげる」- 「 IEEE 13白4 ( DV ) コネクタ」をご賣ください。 


7 メディア巧応力ードス□ットについて 


7 メディア対応力ードス□ット （ PC - G - SLMRD 4) を選択された場合、このパソコン前面に7 
メディア対応カードス□ットが取り付け5れていまず。 

7 メディア巧応力ードス□ットについては、電子マニュアル^「ヴポートナピゲーター」-「使 
いこなず」-「パソコンにつなげる」-「7 メディア巧応力ードス□ット」をご覧ください。 


フ□ツビーディスクユニツトについて 


任意選巧項目オプションで、フ□ッピーディスクユニット （ PC - G - FDUFD 8) を選巧された場 
合は、フ□ッピーディスクユニットのプラグをバソコンの USB コネクタに接続してください。 
フ□ッピーディスクユニットについては、電子マニュアル^「ヴポートナビゲーター」-「使い 
こなず」-「パソコンの機能」-「フ□ッピーディスクドライブ」をご覧ください。 


DVD / CD ドライブの還択と添付されるソフトについて 


DVD / CD ドライブで CD - ROM ドライブ （ PC - G - CDCDD 9、 PC - G - CDNCD 2) を選択された 
場合、次のソフトは添付されません。 

- Easy Media Creator 
- WinDVD for NEC 
. 再セットアップディスク作成ツール 
- DVD - RAM ドラィバー 

CD - R/RW with DVD-ROM ドラィブ ( PC - G - CDCOMH , PC - G - CDNC 04) を選択された場合、 
次のソフトは添付されません。 

- DVD - RAM ドライバー 
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0 本語入カシステムにごいて 


このパソコンに、ご購入時の状態で設定されている日本語入カシステムは 、 Windows Vista 
に搭載されている Microsoft IME でず 。 Office 2007モデルでは、 Microsoft ® Office IME 
2007を使5ことをで走まず。 

ご購入時の状態では、 「 Micraso け® Office IME 2007」はインス!ルされていません。ご利 
用になる場合は、巧の手順で切り換えてください。 

1 「スタート」-「コント□-ルパネル」をクリックし、「プ□グラム」の「プ□グ 
ラムのアンインス!'―ル」をクリック 

2 表示されるリストか S「Microsoft Office Personal 2007」をクリックし 
て選択し、「変更」をクリック 

3 「機能の追加/削除」の(巧をクリックして@にし、「次へ」をクリック 

4 「インス!ルオプション」タブで 「Office 共有機能」の左の西をクリック 

5 「Microsoft Office IME (日本語版)」の左の 与^ をクリックし、「マイコン 
ピュータか5実行」をクリック 

6 「Microsoft Office IME (日本語版)」の左が 巨^ になつていることを確認し、 
「巧へ」をクリック 

7 「Microsoft Office Personal 2007の構成び正常に完了しました」と表示さ 
れた5「閉じる」をクリック 

8 言語パーち端の H (オプション)をクリックし、表示される一覧か sr 設定」をク 
U ック 

9 「既定の言語」欄にある，をクリックし、 r 日本語 （ 日本） -Microsoft Office 
IME 2007」を選択して、 「0K」 をクリック 

〇 チェック ク手順9で「日本語（日本 ） -Microsoft Office IME 2007」が選択できないときは、「インストー 
ルされている サー ビス」欄の 「追加」をクリ ックします。表示されたリストの一番下にある「日 
本語（日本)」-「キーボード 」- [Microsoft Office IME 2007」の日をクリックして图にして、 
roKj をクリックしてください。 
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standby Rescue Multi について（添付モデルのみ) 


StandbyRescue 付きの八ードディスクを選択された場合は、次の内容をご賣のうえ 、! ■Standby 
Rescue MuItU をお使いください。 

• Standby Rescue Multi の概要 

Standby Rescue Multi 」 は、システム障害巧策ソフトでず。八ードウェア障害、またはソフ 
トウェア障害が発生した場合、あ5かじめ設定しておけば、システムをずぐに復旧させることが 
でさます。 

2台のバードディスクのラち1台を動作用（凹降アクティブディスク）とし、ち51台をバッ 
クアップ専用 a ソ降スタンバイディスク）としまず。アクティブディスクの内容をスタンバイディ 
スクに完全バックアップし、アクティブディスクに障善が起きたときでも、即座にスタンバイディ 
スクか5システムを稼動させることができる仕組みです。 

〇 チェック ク-あ5かじめ再セットアップディスクを作成しておくことをおずずめします。 

-手順の途中で「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、画面の表示を見なが5操作 
してぐださい。 

• Standby Rescue Multi の追加 

添付の CD - ROM か5 「Standby Rescue Multi 」 をインス! -- ルしまず。 

1 パソコンの電源を入れ 、 [Standby Rescue MultiJ の CD - ROM を DVD/CD 
ドライブにセッ ト ずる 

自動起動画面が表示されます。 

2 rSETUP.EXE の実巧」をクリック 

3 表示された画面で「次へ」をクリック 

4 使用許諾に同意し、じ夕へ」をクリック 

5 「所属」と「アクティべーシヨンキー」を入力し、「次へ」をクリック 

6 「インス!ル」をクリック 

インス I ル作業が始まりまず。 

〇 チェック ク「アクティべーシヨンキー」については、添付の 「standby Rescue Multi アクティべーシヨン 
キー案内」をご覧ください。 

7 「スタンバイディスクび構成されていません。スタンバイディスクを構成しまず 
か？」と表示された5、「いいえ」をクリック 

8 「完了」をクリック 

これでインス I 'ール作業は終了です。 

り于で ' J り!! ご購入時の状態では、インス I ル作業の続さにスタンバイディスクを構成ずることがでをませ 
ん。スタンバイディスクの構築方法は、 なの 「バックアップ環境の構築」をご覧ください。 
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♦バックアップ擇境の構窠 


1 管理ち権限を持つアカウントで□グオンずる 

2 「スタート」-「コント□-ルパネル」-「システムとメンテナンス」-「管理ツー 
ル」 の 「 A - ドディスクパーティシヨンの作成とフォーマット」をクリック 

「ディスクの管理」が表おされまず。 

3 「ディスク1」の図をちクリックし、「ボリュームの削除」をクリック 

4 確認画面が表示されるので「はい」をクリック 

「ディスクの管理」については「ヘルプとサポート」をご覽ください。 

5 パソコンを再起動ずる 

6 管理ち権限を持つアカウントで□グオンずる 

7 「スタート」-「すべてのプ□グラム 」- ["Standby Rescue Multi」-「Standby 
Rescue Multi マネージャ」をクリック 

「スタンバイボリュームが見つかりません。」と表をされまず。 

8 roKj をクリック 

©チェック ク「スタンバイボリュームが見つかりません。」画面が複数表示される場合は、すべて roKj 
をクリックしてください。 

9 「スタンバイディスクび構成されていません。スタンバイディスクを構成しまず 
か？」と表示された S 、 「はい」をクリック 

10 「スタンバイディスクの構成」画面げ表示された6、「構成」をクリック 

11 「スタンバイディスクの設定」画面が表示された6、 rOKJ をクリック 

12 「スタンバイディスクの構成」画面で 「0 K 」 をクリック 

13 「次のディスクをフォーマットしまず」と表示された S 、 「はい」をクリック 

14 「巧のアイテムのバックアップび実行されていません」と表示された5、「はい」 
をク U ック 

バックアップをおこな5ため、しば!5く時間がかかりまず。 

バックアップ終了後、自動的に [Task Viewed 画面が閉じまず。 

0 チェック ク「次のアイテムのバックアップが実行されていません」の画面が表示されない場合は、「操作」- 
「全てバックアップ」をクリックして、バックアップをおこなってくださし、。 

これでノ V ’ックアツプ環境の構築は完了です。 
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• 復旧方法 

動作中の八ードディスクに障害が発生した場合は、次の手順でスタンパイディスクか5起動しシ 
ステムを復旧させてくださし、。 

1 電源を入れた直後に表示される 「 NEC 」 □ゴの画面で [ F 2] を巧し、 BIOS セッ 
トアップユーティリティを起動ずる 

2 「 Boot 」 メニューで 「Hard Disk Drives 」 の「1 st Drive 」 を rSATA : SM 」、 に nd 
Drive 」 を 「 SATA : PI \/ I 」 に設定ずる 

3 【 FIO 】 を巧し、設定を保巧し、 BIOS セットアップユーティリティを終了ずる 

( SATA : SM ) か5起動しまず。 

4 Windows 起動時に [Standby Rescue Multi スタンバイディスクか6起動し 
ました」と表示された6、 「0 K 」 をクリック 

0(チェックク • 「Standby Rescue Multi スタンバイディスクから起動しました」と表示されない場合 
は、一度 Windows を終了して BIOS セッ ト アップ ユーティリティの 「 Boot 」 メニューの 
「Hard Disk Drives 」 を再度確認してください。 

-更新されていないファイルやフォルダを復元するには、手順5からおこなってください。 
復元の必要がない場合は、な上で復旧作業は完了です。再度復旧可能な状態にするため 
には「バックアップ環境の構築」の手順をおこなう必要があります。 

5 「スタート」-「ずべてのプ□グラム 」- 「Standby Rescue Multi」-[Standby 
Rescue Multi マネージャ」をクリック 

「アクティブディスクとスタンバイディスクが入れ替わりました。現在起動しているディ 
スクをアクティブディスクに設定しまずか？」と表示されます。 

6 「はい」をクリック 

7 に tandby Rescue Multi マネージャ」画面で、復元ずるファイルやフォルタ‘ 
が巧在ずるボリュームをダブルクリック 

8 復元ずるファイルやフォルダをちクリック 

〇チェックク最後にバックアップした後に作成したファイルは、「アクティブのみ」が「スタンバイのみ」 
と表示されます。また、最後にバックアップした後に更新したファイルは、 r ’ xx " 古い」が「新 
しい」と表示されます。 

詳しくは、 [Standby Rescue Multi J のヘルプを参照してください。 

9 表示されるメニューか5「復元」をクリック 

r 次のアイテムを復元しまずか？」と表をされまず。 

10 「はい」をクリック 

ファイルの復元が始まります。 

〇チェックク復元するファイルやフォルダが複数ある場合は、手順7〜10を繰り返し、ファイルの復元 
をおこなってください。 

切上で復旧手順は完了でず。 

( SATA : PM ) に接続されている八ードディスクが物理的に故障していない場合は、次の「バック 
アップ環境の再構築」の手順をおこない、アクティブディスクとして再設定してください。 
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♦バックアップ擇境の再構窠 

1 管理ち権限を持つアカウントで□グオンずる 

2 「スタート」-「コント□-ルパネル」-「システムとメンテナンス」-「管理ツー 
ル」 の 「 A - ドディスクパーティシヨンの作成とフォーマット」をクリック 

「ディスクの管理」が表おされまず。 

3 「ディスク0」のパーティシヨンをずべて削除ずる 

「ディスクの管理」については「ヘルプとサポート」をご覽ください。 

4 パソコンを再起動ずる 

5 管理を権限を持つアカウントで□グオンずる 

6 「スタート」-「ずべてのプ□グラム」-に1311化乂 Rescue Multi」-「Standby 
Rescue Multi マネージャ」をクリック 

「スタンバイボリュームが見つかりません。」と表をされまず。 

7 roKj をクリック 

な子で]り!! 「スタンバイボリュームが見つかりません。」画面が複数表示される場合は、すべて rOKj 
をクリックしてください。 

8 「スタンバイディスクび構成されていません。スタンバイディスクを構成しまず 
か？」と表示された5、「はい」をクリック 

0 チェック ク「スタンバイディスクが構成されていません。スタンバイディスクを構成しますか？」の画 
面が表示されない場合は、「操作」-「スタンバイディスクの構成」をクリックしてください。 

9 「スタンバイディスクの構成」画面が表示された6、「構成」をクリック 
10 「スタンバイディスクの設定」画面が表示された6、 rOKJ をクリック 
11 「スタンバイディスクの構成」画面で 「0 K 」 をクリック 

12 「巧のディスクをフォーマットしまず」と表示された5、「はい」をクリック 

13 「巧のアイテムのバックアップび実行されていません」と表示された5、「はい」 
をク U ック 

バックアップをおこな5ため，しば6く時間がかかりまず。 

バックアップ終了後、自動的に [Task Viewed 画面が閉じまず。 

巧子でが f 「次のアイテムのバックアップが実行されていません」の画面が表示されない場合は、「操作」- 
「全てバックアップ」をクリックして、バックアップをおこなってくださし、。 

これでノてックアップ環境の再構築は完了でず。 

( SATA : PM ) で運用する場合は、引き続き、次の手順をおこなってください。 
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1 電源を入れた直後に表示される 「 NEC 」 □コの画面で [ F 2] を巧し、 BIOS セッ 
トアップユーティリティを起動ずる 

2 「 Boot 」 メニユーで 「Hard Disk Drives 」 の 「Ist Drive 」 を！ " SATAiPM 」、 に nd 
Drive 」 を rSATA : SMJ に設定ずる 

3 【 FIO 】 を巧し、設定を巧巧し、 BIOS セットアップユーティリティを終了ずる 

( SATA : PM ) か!5超動しまず。 

4 「スタート」-「コント□-ルパネル」-「システムとメンテナンス」-「管理ツー 
ル」 の 「 A - ドディスクパーティシヨンの作成とフォーマット」をクリック 

「ディスクの管理」が表おされまず。 

5 「ディスク1」のパーティシヨンをずべて削除ずる 

の子で、ル'! 「不明」と表示されたボリュームは削除できませんが、問題ありません。 

6 パソコンを再起動ずる 

7 管理ち権限を持つアカウントで□グオンずる 

S Windows 起動時に fStandby Rescue Multi スタンバイディスクか5起動し 
ました」と表示された5、 「0 K 」 をクリック 

9 「スタート」-「ずべてのプ□グラム」-に1311化乂 Rescue Multi」-「Standby 
Rescue Multi マネージャ」をクリック 

「スタンパイボ U ユームが見つかりません。」と表をされまず。 

10 roKj をクリック 

〇 チェック ク「スタンバイボリュームが見つかりません。」画面が複数表示される場合は、すべて roKj 
をクリックしてください。 

11 「スタンバイディスクび構成されていません。スタンバイディスクを構成しまず 
か？」と表示された5、「はい」をクリック 

り子で]り!! 「スタンバイディスクが構成されていません。スタンバイディスクを構成しますか？」の画 
面が表示されない場合は、「操イ乍」-「スタンバイディスクの構成」をクリックしてください。 

72「スタンバイディスクの構成」画面び表示された5、「構成」をクリック 

13 「スタンバイディスクの設定」画面が表示された6、 roKj をクリック 

14 「スタンバイディスクの構成」画面で 「0 K 」 をクリック 

15 「巧のディスクをフォーマットしまず」と表示された5、「はい」をクリック 

16 「巧のアイテムのバックアップが実行されていません」と表示された5、「はい」 
をク U ック 

バックアップをおこな5ため，しば6く時間がかかりまず。 

バックアップ終了後、自動的に [Task Viewed 画面が閉じまず。 
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o チェック ク「次のアイテムのバックアップが実行されていません」の画面が表示されない場合は、「操イ乍」- 
「全てバックアップ」をクリックして、バックアップをおこなってください。 

W 上で J (ックアップ環境の巧構築は完了でず。 

〇チェック ク / N - ドディスクが物巧的に壊れている場合は、 NEC フィールディング株式会社へ連絡のう 
え、/、ードディスクを交換してください。 

そのを、前の「バックアップ環境の再構築」をおこなえば、バックアップ環境の構築が可 
能です。 

NEC フィールディングホームぺージ URL : http :// www . fielding . co . jp / 

• スタンバイディスクにごいて 

スタンバイディスクにバックアップでさない場合やスタンバイディスクの状態を確認でをない場 
合は、「ディスクの管理」でバードディスクの接続状態を確認してください。スタンバイディス 
クとして設定でをるバードディスクがある場合は、スタンバイディスクの再設定をおこない復旧 
可能な状態に戻してください。 

〇チェック クスタンバイディスクの再設定をおこなう場合は、スタンバイディスクとして設定するハー 
ドディスクのすべてのパーティシヨンを削除した後で「スタンバイディスクの構成」を実 
巧してください。 

「ディスクの管理」でスタンバイディスクとして設定できる八ードディスクが見つか5ない場合 
や「スタンバイディスクの構成」でディスク1が存在しない場合は、八ードディスクが物理的に 
壊れている可能性がありますので NEC フィールディング株式会社へ連絡してください。 

•ダイナ S ックディスクにごいて 

[Standby Rescue Multi 」 はダイナミックディスクには対応していません。 


• Standby Rescue Multi の削除 

「スタート」-「すべてのプ□グラム 」- [Standby Rescue Multi 」- 「アンインス I -- ル」をクリツ 
クして 、 「Standby Rescue Multi 」 をアンインス!ルしてください。 

•お巧い合わせ窓口 

(株）ネットジャパンヴポート&サービスグループ 
干1日1 -003 已東京都千代田区神田細屋町8番ァセンド神田細屋おビル 
Tel : 03-已2己 6-0860 
Fax : 03-已2己 6-0867 

月〜金曜日午前10時〜12時、午後1時〜已時（休日、祝日を陳く） 

URL : http :// www . netiapan . co.ip 
E-mail : srl - support @ netiapan . co.jp 
事前にユーザー登録が必要 
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参 Standby Rescue Multi ご使用時のミ主意 

-スタンパイディスクに設定する八ードディスクは、アクティブディスク上のバックアップを取 
るずベてのパーティション領域と同じか、それ扮上の容量が必要です。ご購入時よりパーティ 
ション構成を変更した場合は r ディスクの管理」を使用し、アクティブディスクのパーティショ 
ンをスタンバイディスクの容量に合わせて作成してください。 

-除がリストに設定したファイルやフォルダ、スタンバイディスクに構成しなかったボリューム 
は、バックアップされていないため、障害が起きたときに復旧の対象となりませんのでご注意く 
ださい。 

- Standby Rescue MuItU をご使用になる場合、スタンバイディスクに設定する八ードディス 
クにパーティションがあるとご使用になれません。 r ディスクの管理」を使用し、パーティション 
を削除してか5ご使用ください。パーティション削除時、「このパーティションにはアクティブ 
なページファイルがありまず。」と表をされる場合があります。その場合は、ページファイルをほ 
かのドライブに作成後、パーティションを削隙してください。 

-ヘルプに r モパイルラック」の記載がありまずが、このパソコンではお使いになれません。 

-八ードディスクの接続方法はご購入時の状態でお使いください。オンラインマニュアル、 Read 
Me に記述されている接続方法(アクティブディスク:プライマリマスタ、スタンバイディスク:セ 
カンダリマスタ)と異なるモデルがありまずが、運用上問題はありません。 


ヘッドフォン端子と音青出力端子を同時にほ用する場合の設定方法 


ご購入時の状態では、本体前面にあるへッドフォン端子にへッドフォンを接続ずると、本体琶面に 
ある音寅出力端子に接続された外付けステレオスピーカやディスプレイの内蔵スピーカか!5、音 
青び出力されな<なじまず。 

へッ ドフォンを接続した状態で、外付けステレオスピーカやディスプレイ内蔵のスピーカか6音 
青を出力したい場合は、;欠の設定をおこなってください。 

1 画面ち下の通知領域の M(Realtek HD マネー ジャ）をダス レ クリック 

2 表示されたウィンドウち上の1をクリック 

3 「フ□ントパネルジャック検出を無効にしまず。」の左の□をクリックして3にする 

4 「0 K 」 をク U ック 

5 「0 K 」 をク U ック 


ノイズび聞こ文る場合の設定方法 


本体前面のへッドフォン端子や背面の音声出力端テに接続した機器か5ノイズが聞こ又る場合 
は、巧の設定をおこなつてください。 

1 「スタート」-ロント□-ルパネル」-りドウエアとサウンド」をクリック 

2 「サウンド」をクリック 

3 r 再生」タブの r スピーカー」をクリックし、 r プ□パテイ」をクリック 

4 「レベル」タブの r マイク」にある@をクリックして匯 I にずる 

5 「0 K 」 をク U ック 
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r ユーザーアカウント制御について 


ソフトを起動したり、操作しているときに、次のよラな「ユーザーアカウント制御」画面が表示さ 
れることがあります。「ユーザーアカウント制御」は、パソコンのシステムに影響を及ぼす可能性 
のある操作がおこなわれたとをに、その操作がユーザーの意図したものかどラかを確認するため 
のものです。コンピュータウイルスなどの r 悪意のあるソフトウエア」か!5パソコンを守るために、 
「ユーザーアカウント制御」画面で表示された内容をよく読んで操作してください。 



ユーヴーアカウシトな田 @ 

I ^でまないブ□ヴラムザこのコンピユータ•^のアク它スを要巧しています 

||^?元が打かってぃる皂をゃな巧拒用したことがぁる毎をを玲き.このプ□ヴ 
ラムは ns しないで < だ古し、 


E 



このプ□クラムの免巧元ち目的ち打サ〇ません • 


今許可化） 

こめプ□グラムを垣用レまず.を巧ちが打かつているか、このプ□グラ 
ムを Wij 在用したことがち0ます. 


@朔の） 

ユーヴーアカウント拍》は，ちなたの許巧なくコンビュータにま更が適用2れる 
のを防ざまず. 


お使いの環境などによって、表示される内容は異なります。また、プ□グラムによってメッセージび異なりまず。 


り子で、ル'! 「ユーザーァカウント制御」画面で r 管巧者」ユーザーのパスワードが必、要な場合があります。 


OS の違いについて 


Windows Vista Ultimate、Windows Vista Home Premium、Windows Vista 
Business 、 および Windows Vista Home 巨 asic では、機能に違いがありまず。詳しくは、 
Microsoft のホームページでご確認ください。 

Windows Vista 己 usiness モデルおよび Windows Vista Home Basic モデルをお使いの場合、 
DVD - Video の再生には 、 「WinDVD for NEC 」 をご利用ください 。 Windows Vista Business 
および Windows Vista Home 己 asic では 、 [Windows Media Player 」 に DVD 再生をおこなう 
機能がないため、 DVD - Video をご覧になれません。 


画面の表示について 


Windows Vista Business を選択した場合、次のようなメッセージが表示されることがあります。 


画面の史をは Windows Vista ベーシックに巧まされました 
実行中のプ□グラムは、 Windows の持定のな覚きIIと互み■住があ 
ウまだん • 註巧についてはここをク U ツクして<ださい， 


\r 

これは、ソフトを利巧ずるために 、 Windows Vista の画面表示が変わることをお知5せずるち 
のです。このメッセージが表をされたとさは、ウインドウの透明部分など一部の表示が変更され 
まず。変更された画面表示は、ソフトを終了ずるともとに戻りまず。 


7ニユアルの画面にごいて 


画面の表示は、選おした 0 S によって異なりまず。添付のマニュアルとは、表示が異なる場合が 
あります。 
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その他のごま意 


USB ポートの電源供給能力は、1ポートあたり動作時は最大5日日 mA 、 スリープ時は数十 mA 
程度です。これ ly 上の電流を消費ずるパスパワードの USB 機器は電源の寿命を低下させるおそ 
れがありますので接続しないでください。 

キーボードのボリュームボタンで音量を調節ずるとき、起動しているソフトによっては音量の 
インジケータが変化しない場合がありまず。 

大をなデータ(動画、画像、音楽ファイル等)が保存された DVD などのディスクの内容を r エクス 
プ□-ラ」や r コンピュータ」で参照している状態のまま Windows がスリープ状態になったと 
きは、スリープ状態か!5復帰後に「エクスプ□-ラ」やロンピュータ」をいったん終了してくだ 
さし V スリープ状態か5の復帰後に、開いたままになっている r エクスプ□-ラ」や r コンピュー 
夕」か！5ディスク内のファイルをダブルクリックして選おずると、システムが不安定 ( r エクスプ 
□-ラ」やロンピュータ」が r 応答なし」となったり、 Windows が処理を受け付けない状態)に 
なることがあります。 

r スタート」-「コント□ールパネル」-「システムとメンテナンス」-「コンピュータをスリー 
プ状態にする時間の変更」をクリックして表示される画面で r ディスプレイの電源を切る」、ま 
たは r コンピュータをスリープ状態にずる」の設定時間を変更すると、設定した項目の値にした 
がって自動的に他方の設定時間が変更される場合があります。 



これは、「コンピュータをスリープ状態にする」時間が、「ディスプレイの電源を切る」時間よりも 
短くな5ないよラ自動的に設定されるためです。 

個別に時間を設定したい場合は、「電源オプション」の「プラン設定の変更」-「詳細な電源設定 
の変更」をク U ックして表をされる「詳細設定」画面にある次の項目を設定してください。 

「ス U —プ」- r 次の時間が経過後ス U —プずる」 

「ディスプレイ」-「次の時間が経過後ディスプレイの電源を切る」 
r スタート」-「コント□ールパネル」-「システムとメンテナンス」-「電源ボタンの動作の変 
要」をクリックして表示される画面で、ご購入時の状態では、「電源ボタンを押したときの動作」 
は「シャツトダウン」と表示されていますが、実際の動作は r スリープ状態」です。 
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アフターケアについて 

保守サービスやお問い合わせについての情報です。 


巧巧サービスにごいて 


お客様が保守ヴービスをお受けになる際のご相談は、『121 ware ガイドブック』に記載の NEC 

121コンタクトセンター で承っておりまず。 お PS い合わせ窓□やお巧い合わせの方 ミ 去など、 詳 

しくは、『121 ware ガイドブック』をご覧ください。 

このパソコンに添付されているアプリケーションに関するお問い合わせは、このパソコンに入っ 
ている電子マニュアル解 r ヴポートナビゲーター」-「使いこなず」- r ソフトー覧」をご覧になり、 
各社へお問い合わせください。 

また、このパソコンと別にご購入になった周辺機器やメモリ、アプリケーションに関するお問い 
合わせは、その製品の取扱説明書などに記載の問い合わせ先にご相談ください。 


ValueOne G シリーズに関するお巧い合わせ 


ValueOne G シリーズのご購入などに関するお問い合わせは、下記コールセンターまでお問い 
合わせ < ださい。 

• NEC Direct ( NEC ダイレクト）コールセンター 

電話： 0120 -944 -已00 

※携帯電話などフ U —コールがご利用でをない場合の電話番号 
Tel : 03-目67日-日670 (東京）（通話料お客様負担） 

受付時間：月〜金 9:00-17:00 

(±曰-祝曰および指定休曰を陳く） 

ValueOne G シリーズの故障診断/修理のご相談などについては、下記 NEC 121コンタクト 
センターまでお問い合わせください。 

• NEC 121{ワントウワン）コンタクトセンター 

電話（局番なしフリーコール）： 日12日-白 77-1 21 

※電話番号をよくお確かめになり、おかけください。 

※携帯電話などフ IJ ーコールがご利用でさない場合の電話番号 
Tel : 03-6670-6000 (東京）（通話料お客様負担） 

受付時間： 

〈回収リサイクル受付〉 

9 :日日〜17 :日日（年中無休） 

〈故障診断/修理受付- FAX 情報ヴービス〉 

24時間36己曰 

※システムメンテナンスのため、サービスを休止させていただ<場合があります。 
-ヴービス内容の詳細や最新情報については、 ht け:// 121 ware . com /121 cc / をご覧 
<ださい。 
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使用済み NEC 製パソコンの買い取りに関するご相談、買い取りのお申し込みなどについては、 
下記リフレッシュ PC センターまでお問い合わせくださし、。 

• NEC パーソナルプ□ダクツリフレッシュ PC センター 

電言舌：フリーコー J レ日 120-977 -白1白 

※電話番号をよくお確かめになり、おかけください。 

受付時間： 9 :日日〜17 : 0日（曰曜日、祝曰、興社休業曰を除く） 

-買い取り巧象機種や上限価格は、随時変更されまず。サービス内容の詳細や最新情報に 
ついては、 http :// l 21 ware . com / support / recyclesel / をご覧ください。 
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仕様-覧 


♦タイプ ST 


フレーム型番 

PC - GV 30 HCZR 8 

PC - GV 30 HCZU 8 

PC - GV 24 YCZR 8 

PC - GV 24 YCZU 8 

PC - GV 18 YCZR 8 

PC - GV 18 YCZU 8 

PC - GV 181 CZR 8 

PC - GV 181 CZU 8 

インス1-―ル OS •サポート OS 

. フレーム型ま ( pc - Gvnnnna ^ n ) の■が R の場合 

Windows Vista ™ Home Basic 日本語版※ 1 
-フレーム型ま ( PC - 日 "□□□□□■□) の■が U の場合 

Windows Vista … Business 日本語版※1 

CPU 


インテル® Celera ザ D フ〇 
セッサー 347 (3.0 曰 GHz ) 

インテル6 Core ™ 2 Duo 
プ□セツサー E 6600 
(2.40 GHz ) 

インテル® Core ™ 2 Duo 
プ□セツサー E 6320 
(1.86 GHz ) 

インテル& Core ™ 2 Duo 
プ□セツサー E 4300 
(1.80 GHz ) 


キャッシュ 
メモ U 

1次 

1己 Ky 命ち実行トレース 
/16 KB デ-夕 

インストラクシヨン用 32 KBX 2/ データ用 32 K 日 X 2 

2巧 

已 12 KB 

4 M 巳 

2 MB 

パスク□ック 

システムバス 

已 33 MHz 

1066 MHz 

800 MHz 

メモリバス 

已 33 MHz 

667 MHz 

チッフセット 

インテル@ Q 963 Express チップセット 

メインメモ U 

標準容量/最大容量 

セレクションメニューにて還お可能/最大 2 G B 

ス□ット数 

□ IMM ス□ット X 己[空を：セレクションにより〇〜 1] 

表を機能 

ディスフレイ 

セレクションメニューにて選択可能 

グラフィックアクセ 
ラレータ 

セレクションメニューにて選択可能 

グラフィックスメモ 
U 

標準 AUTO 可変(最大3己 SMB ) 《4 

表示色 
(解像度） 
※已 

デジタル 

ディスプレイ 

最大の1,曰77万色（1,600 X 1,200、 1.280 X 1 ,024、1，024 X 7 巨8、 800 X 600) 

アナ□グ 
ディスフレイ 

最大$勺1,曰77万色（1,600 X 1,200、1.280 XI ,024、1，024 X 7 巨8、 800 X 600) 

ドライブ 

八ードディスク 
ドライブ 

セレクションメニューにて選択可能 

□ VD / C □ドラィブ 

セレクションメニューにて選択可能 

フ□ッビーディスク 
ドライブ 

セレクションメニューにて選択可能 

サウンド機能 

スピーカ 

セレクションメニューにて選択可能 

音源/サラウンド機 
能 

インテル IS High Definition Audio 準拠(最大 192 kHz /24 ビット※日ステレオ PCM 同時録音再生機能 、 MIDI 
再生機能 [ OS 標準])、 3 D 才ーディオ （Direct Somd 3 D 対応)、マイク機能（ノイズ抑制、音響エコーキャンセル、 
ビームフォーミンク‘） 

サウンドチップ 

RealTek 社製 ALC 262 搭載 

通信機能 

LAN 

1 000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 0己 ASE-T 対応 

拡張ス□ツト 

PCI ス□ット （ M - フ） X 己控をス□ット1〜2 (セレクションにより異なる）] 

ベイ 

已塑ベイ：1ス□ット （ DVD / CD ドライブまたはセカンド HDD & DVD / C □ドライブ■(薄型)で占ち済）[空をス□ッ 
卜0]、內蔵3.已型ベイ：1ス□ット ( A - ドディスクドライブで占有済）[空をス n ット 0] 

入力装置 

=1ボート 

PS /2 フルサイズキーボード(テンキー付き、ワンタッチスタートボタン付き） 

マウス 

PS /2 ボールマウス(スク□-ル機能付き） 


30 













































フレーム型番 

PC - GV 30 HCZR 8 

PC - GV 30 HCZU 8 

PC - GV 24 YCZR 8 

PC - GV 24 YCZU 8 

PC - GV 18 YCZR 8 

PC - GV 18 YCZU 8 

PC - GV 181 CZR 8 

PC - GV 181 CZU 8 

外部インターフエ 
イス 

US 己※7 

コネクタ4ピン X 6 (本体リア X 4、 本体フ□ント X 2) [USB 2.0] 

IEEE 1394 

セレクションメニューにて選択可能 

ディスフレイ 

□ VI-D (24 ピン）※8※日、ミニ D - subl 己ビン※日[インテル®日日己3 Exp 旧 ss チップセットに内蔵 + D \/ I - D イン 
夕ーフェイスボード(デジタル接続)選択時] 

ミニ D - subl 己ピン[グラフィックを選択しなかった場合(インテル®日日己3 Express チップセットに巧蔵ヴナ 
□グ接続)選択時）] 

PS /2 

ミニ DIN 巨ピン ><2ぷ10 

LAN 

RJ 4 曰コネクタ X 1 

パラレル 

□- sub 2 已ピン X 1 

シリアル 

□- sub 日ピン X 1 

サウンド 

関連 

ライン 

入力 

ステレオミニジャック XI (入カインピーダンス巨 4 k 0、 入カレベル1 Vrms ) 

ライン 

出力 

ステレオミニジャック X 11(出カインピーダンス巨 4 kn 、 出カレベル1 Vrms ) 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック X 1&]2 (マイク入カインピーダンス 64 kn 、 入カレベル TOOmVrms (マイクブース 
卜ち効時は日 mVrms )、 パイアス電圧2.已 V ) 

へッ ドフォ 
ン出力 

ステレオミニジャック xl (巧応ヘッドフォンインピーダンス 16 n -100 nr 推興320」、出力電力日 mW 
/3己 n ) 

力ード 
ス□ット 

メモリー 

力ード 

セレクションメニュー■にて選択可能 

電源 

AC 100 V ±10 %s 50/60 HZ 

消費電力 

標準/最大/ス U — 
プ状態時 

約己 4 VV &14 / 約 174 W 
/約 4 W 

- PC - GV 24 YCZR 8 
約日 1 W &14/ 約] 7日 W 
/約 4 W 

- PC - GV 24 YCZU 8 
約日 2 W &14/ 約] 7日 W 
/約 4 W 

約己 8 W 《14 /約 178 W 
/約 4 W 

約已 2 W 《14 /約 163 W 
/約 4 W 

エネルギー消費効率(省エネ 
基準達成率)※13 

2007年 
度基準 

腔分0.0027 ( A ) 

腔分0.00□曰 （ AAA ) 

腔巧0.0011 ( AA ) 

腔分 0.00 10 ( AA ) 

電波障害巧策 

VCCI Class 巳 

巧形寸法 

本体(突起部除 <) 

日日 ( W ) X 380( D ) X 3 日 3( H ) mm 、220( W)x 380( D ) x 363( H)mm (スタビライザ設置時） 

キーボード 

4曰 0( W ) X 17已 ( D ) X 20( H)mnn 

質量 

本体 

約] Ok 呂※14 

キーボード/マウス 

が]已已〇有/が] 100 有 

ミ豆湿度条件 

1□〜3已で、20 - 80% (ただし結露しないこと） 

ソフトウエアパック 

ミニマムソフトウェアパック 

主な添付品 

マニュアル、電源ケープル 


■セレクションメニュー似下の各項目か51つ選択することで、仕様が異なります) 


フレーム型番 

PC - GV 30 HCZR 8 PC - GV 24 YCZR 8 PC - GV 18 YCZR 8 PC - GV 181 CZR 8 

PC - GV 30 HCZU 8 PC - GV 24 YCZU 8 PC - GV 18 YCZU 8 PC - GV 181 CZU 8 

メインメモ U 

標準 

いずれか選択可能 

•己 12 M 巳 （ECC 無し DDR 2 SDRAM 、 PC 2-5300 対応 （ DDR 2-667)、 己 12 M 巳 XI) 

•1 G 目 （ ECC 無し DDRS SDRAM , PC 己-已300対応 ( DDR 2 -巨67)、已1 2 MBX 2: デュアルチャネル巧応） 

- 1 G 巨 （ ECC 無し DDRS SDRAM 、 PC 2 -已300対応 （□□ R 2 -巨己7)、 1 G 己 XI ) 

- 2 GB ( ECC 無し DDR 2 SDRAU 、 PC 己-已300対応 （ DDR 2 -巨已7)、1 GBX 2: デュアルチャネル対応） 

ス□ット巧 

2ス□ット （ DIMM ス□ット）[空きス□ット：セレクションにより〇〜 1] 

最大容量※2&3 

2 GB 

表を機能 

グラフィックアクセ 
ラレータ 

いずれか選択可能 

-インテル® Q 日巨3 Express チップセットに巧蔵 + DVI - □インターフェイスボード(デジタル接続） 

-インテル® Q 日巨3 Express チップセットに巧蔵(アナ□グ接続） 

グラフィックスメモ 
U 

標準 AUTO 可変(最大3己 8 M 己）※4 

インターフェイス 

□ VI - D に4ピン）※8※日、ミニ D - subl 己ピン※日[インテル®日日已3 Express チップセットに内蔵 + DVI - D イン 
夕ーフェイスボード(デジタル接続)選択時] 

ミニ D - subl 己ピン[グラフィックを選択しなかった場合(インテル® Q 日日3 Ex 口 ress チッフセットに巧蔵(アナ 
□グ接続)選択時）] 
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フレーム型番 

PC - GV 30 HCZR 8 PC - GV 24 YCZR 8 PC - GV 18 YCZR 8 PC - GV 181 CZR 8 

PC - GV 30 HCZU 8 PC - GV 24 YCZU 8 PC - GV 18 YCZU 8 PC - GV 181 CZU 8 

ドライブ 

八ードディスク 
ドライブ※1己 

いずれか選択可能 

-約 80 GB (Serial ATA 、 高速ス200回転/分）※]巨 

.約1已 0 GB (Serial ATA 、 高速 "7.20 □回區/分)※17 

-約320 GB (Serial ATA 、 高速7,200回乾/分)※18 

•約1己 0 GB ($9806 日 X 2) (Serial ATA 、 高速7.200回輯/巧）※] 9&22 

-約320 GB (約1巨 0 GBX 己 ） （Serial ATA 、 高速7.20□回區/分）※己0※己2 

-約巨 40 GB (約320 GBX 己 ） （Serial ATA 、 高速7,200回乾/分）※21※己2 

•約1己 0 GB (約 80 G 日 x 2 )(Serial ATA 、 高速7.200回輯/巧） StandbyRescue 日※22 

-約320 GB (約1巨 0 GBX 己 ） （Serial ATA 、 高速7.20□回區/分 ） StandbyRescue ※己〇※22 

-約巨 40 GB (約320 GBX 己 ） （Serial ATA 、 高速7,200回乾/分） StandbyRescue 》21《22 

□ VD / C □ドライブ 

いずれか選択可能 

• DVD スーパーマルチドライブ ( DVD - RAU / R/RW with DVD + R / RW ) (バッファアンダーランエラー防止機 
旨目付き） [ DVD - R/+R 2層書込み]※23 

-マルチプレードライブに D - R/RW with DVD - ROM ) 巧蔵(バッファアンダーランエラー防止機能付き）※23 
- CD - ROM ドライプ※24 
-スリムタイプ CD - ROM ドライブ※22 
-スリムタイプ CD - R/RW with DVD - ROM ドライブ※己2 

-スリムタイプ DVD スーパーマルチドライブ （ DVD - RAM / R/RW with DVD + R / RW ドライプ） 

の VD - R/+R 2層書込み）※22 


速度 

- DVD スーパーマルチドライブ ( DVD - RAM / R/RW with DVD + R / RW ) [ DVD - R/+R 2層書込み] 

DVD - RAM 読出し:最大12倍速《2已※2巨、 

DVD - RAU 書換え:最大12倍速※2日※26※己7、 

DVD+R (1 層)書込み:最大1日倍速、 

DVD+R (2 層)書込み:最大8倍速※28、 

DVD + RW 書換え:最大8倍速、 

DVD-R (1 層)書込み:最大16倍速※29、 

DVD - R に層)書込み:最大4倍速※3〇※31《32、 

DVD - RW 書換え:最大日倍速※33、 

DVD 読出し:最大16倍速、 

C □読出し:最大40倍速※34、 

CD - R 書込み:最大40倍速、 

CD - RW 書換え：最大10倍速※3己 
-マルチフレードライブに D - R/RW with DVD - ROM ) 

DVD - RAM 読出し:最大2倍速※己己※3巨、 

DVD 読出し:最大16倍速、 

C □読出し:最大40倍速※34、 

CD - R 書込み:最大40倍速、 

CD - RW 書換え：最大10倍速※3己 
- CD - ROM ドライブ 

C □読出し:最大40倍速※34 

DVD / CD ドライブ 
(薄型)※22 

いずれか選択可能 

• DVD スーパーマルチドライブ(薄型） ( DVD - RAM / R/RW with DVD + R / RW ) (バッファアンダーランエラー 
防止機能付を） [ DVD - R/+R 2層書込み]※己3 

-マルチプレードライブ(薄型） （ CD - R/RW with DVD - ROM ) (バッファアンダーランエラー防止機能付き）※己3 
- CD - ROM ドライブ(薄型）※24 


速度 

- DVD スーパーマルチドライブ ( DVD - RAM / R/RW with DVD + R / RW ) [ DVD - R/+R 2層書込み] 

DVD - RAM 読出し:最大已倍速※己己※2巨、 

DVD - RAM 書換え:最大已倍速※己己《2日&27《37 

DVD+R (1 層)書込み:最大8倍速、 

DVD + R に層)書込み：最大4倍速※28、 

DVD + RW 書換え:最大8倍速、 

DVD-R (1 層)書込み:最大8倍速※29、 

DVD - R に層)書込み:最大4倍速※3〇※31《32、 

DVD - RW 書換え:最大日倍速※33、 

DVD 読出し:最大到音速、 

C □読出し:最大24倍速※34、 

CD - R 書込み:最大24倍速、 

CD - RW 書換え：最大10倍速※3己 
-マルチフレードライブに D - R/RW with DVD - ROM ) 

DVD - RAM 読出し:最大己倍速※己己 

DVD 読出し:最大8倍速、 

C □読出し:最大24倍速※34、 

CD - R 書込み:最大24倍速、 

CD - RW 書換え：最大10倍速※3己 
- CD - ROM ドライブ 

C □読出し:最大24倍速※34 

フ□ッピーディスク 
ドライプ 

いずれか選択可能 
-無し 

- 3.已型列付け ( USB 接続)※38 

巧部インターフエ 
イス 

IEEE 13日4ボード 
( PCI ) 

いずれか選択可能 
-無し 

- IEEE 1394 ボード： 6ピン X 2 
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フレーム型番 

PC - GV 30 HCZR 8 PC - GV 24 YCZR 8 PC - GV 18 YCZR 8 PC - GV 181 CZR 8 

PC - GV 30 HCZU 8 PC - GV 24 YCZU 8 PC - GV 18 YCZU 8 PC - GV 181 CZU 8 

力ードス□ット 

いずれか選択可能 
-無し 

- 7メディア巧応力ードス□ット （ SD / SDHC メモリーカード※3日、メモリースティック※40、 xD - ピクチャー 
力ード※ 41、 スマー トメディア※42、コンパクトフラッシュ、マルチメディアカード※43、マイク□ドライブ 
《44) 

ディスプレイ 

いずれか選択可能 
•無し 

-17型スーパーシャインビュ ー EX 液晶(スピーカ巧蔵/アナ□グ RGB 接続） （ F 17 R 巨 1- G ) 

スピーカ 

いずれか選択可能 
•無し 

-が付けステレオスピーカ （0.5 W +0. 已 W ) 

主なソフトウェア 

いずれか選択可能 
•無し 

- Microsoft ^ Office Personal Edition 2007 

- Microsoft ® Office Personal Edition 2007 with Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007 


上記の巧客は本体の八ードウエアの仕様であり、オペレーテイングシステム、アプリケーシヨンによっては、上記の八ードウエアの機能をサポートして 
いない場合びあ0ます。 


《1: 32ビット版です。添付のソフトウェアは、インストールされている 0 S でのみご利用できます。別売の 0 S をインストールおよび利用することは 
でさません。ネットワークでドメインに参加ずる機能はありません。 

※吕：最大メモリ宮量にする場合、本体に実装されているメモリを取り列して、増設メモリ （ PC 吕-已300対応- DDR 吕-日日 7 MHz メモリ） [1 G 目]を吕枚 
実装する必要があります。増設メモリは、 PC - AC - ME 023 C (已1吕 M 目）、 PC - A 巳- ME 024 仁 （1 GB ) を推奨します。 

《3 :他社製の増設メモリの装着は、動作を巧証するちのではありません。他社製品との接続は各メーカにご確認の上、お客様の責任において行って 
<ださるよラお願いいたします。 

《4 :グラフィックスメモリは、メインメモリを使用しまず。パソコンの動作状況によりグラフィックスメモリ容量が最大値まで変化します。搭載 
するメインメモリの宮量によって利用可能なグラフィックスメモリの総容量は異なります。利用可能なグラフィックスメモリの総容量とは、 
Windows Vista ™ 上で一時的に使巧する巧ちメモリやシステムメモリを含んだ最大の宮量を意味します。（メインメモリ宮量巳1 2 MB 選おの 
場合:最大 64 M 目、メインメモリ容量 1 G 目選おの場合:最大2巳 1 M 目、メインメモリ宮量 2 GB む上選択の場合:最大3巳吕 MB ) 

※己：グラフィックアクセラレータのサポートする表示モードです。実際に表示できるモードは接続ずるディスプレイにより異なります。 

《6 :掩用可能な量子化ビットやサンプリングレートは、 OS や使巧するアプリケーションなどのソフトウェアによって異な0ます。 

《7 : US 目ポートの電源供給能力は、1ポートあたり動作時は最大已〇 0 mA 、 スリープ時は数十 mA 程度です。これむ上の電流を消費ずるパスパワー 
ドの USB 機器は電源の寿命をほ下させるおそれびあ0ますので接続しないで < ださい。 

《 S :本機の DVI 端子は当社製ディスプレイのみ動作確認を行っております。 

※日： DV 閒応ディスプレイとの接続には、 DVI - D 力ードに搭載されている DVI - D コネクタをご使巧ください。アナ□グ RGB のディスプレイを接梳 
する場合は、 I / O プレート部にあるアナ□グ RGB コネクタに接続してください。（選択オプションにてインテル® Q 白巨3 Express チップセット 
に內蔵 + DVI - D インターフェイスポード(デジタル接締を選択した場合） 

《10:本機の PS / 吕端子は添付のキーボード、マウスのみ動作確認を行っております。 

1:巧付けスピーカを接続します(出カレベルは本体前面のボ U ュームと連動します)。 

《12:バソコン巧マイクとして市販されているコンデンサマイクやへッドセットを推奨します。 

《13:エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除したちのです。省エネ基準 
達成率の表示語 A は達成率1。0%切上吕〇日％未満、 AA は達成率吕〇0%な上己00%未お、 AAA は達成率已〇0%む上を示します。 

《14: メモリ已 12 MB (已1吕 MBX 1)、 チップセット内菌グラフィックス + DVI - D インターフェイスボード(デジタル接続)、 DVD スーパーマルチド 
ライス八ードディスク320 GB の構成にて測定。 


日： 1 G 巳を10億パ‘イトで計算した場合の数値です。 

日： HDD の実利巧可能領域に応じて Windows ® ①システムか日は切降のように認識されます。 C ドライブ：約46.巳 G 目（空き宮量:約34 .1 GB )、 
D ドライブ:約1日.巳 GB (空き容量:約1日. 4 G 日)、残り：再セットアップ巧 

《17: HDD の実利巧可能領域に応じて Windows ® ①システムか百は切降のように認識されます。 C ドライブ：約46.巳 GB (空さ宮量:約 34.1 GB )、 
D ドライブ:約日4.0 GB (空き容量:約93.白 G 日)、残り：ちセットアップ用 

召： HDD の実利用可能領域に応じて Windows ® ①システムか日は切降のよラに認識されます。 C ドライブ：約46.巳 G 目（空さ宮量:約 34.1 GB )、 
D ドライブ:約 243 G 巨（空さ宮量:約吕4吕 G 日)、残り：再セットアップ用 

白： HDD の実利巧可能領域に応じて Windows ® ①システムか百は切降のように認識されます。 C ドライブ：約46.巳 GB (空さ宮量:約 34.1 GB )、 
D ドライブ:約1日.巳 GB (空き容量:約1日. 4 G 日)、 E ドライブ:約74.已 GB 、 残り：再セットアップ巧 

《20: HDD の実利巧可能領域に応じて Windows ® ①システムか引ま切降のように認識されます。 C ドライブ：約46.巳 G 目（空き宮量:約34 .1 GB )、 
D ドライブ:約94.0 GB (空き容量澗日3.白 G 日)、 E ドライブ:約14日 GB 、 残り：再セットアップ巧 

《21: HDD の実利巧巧能領域に応じて Windows ® ①システムか日は切降のように認識されます。 C ドライブ：約46.巳 GB (空さ宮量:約 34.1 GB )、 
D ドライブ:約吕 43 GB (空き宮量:約吕4吕 G 日)、 E ドライブ:約2日扫 G 目、残り：再セットアップ用 

《22: DVD / CD ドライブ(薄型)と八ードディスクドライブ吕台揭成は、セットでのみ還おでさます。 

《23:巧用するディスクによっては、一部の書込み/読出し速度に対応していなし、場合があります。 

《24:使用するディスクによっては、一部の読出し速度に対応していない場合がありまず。 

《2巳： DVD-RAM Ver .2.0/2.1/2.2 (片面 4.7 G 日）に準拠したメディアに対応しています。また、力ート U ッジ式のメディアは使用でさませんので、 
カート U ッジなし、あるいはメディア取り出し可能なカート U ッジ式でメディアを取り出してご利用ください。 

《2日： DVD-RAM Ver . l (片面と日 GB ) の読出し/書換えはサポートしておりません。 

《27: DVD - RAM 12倍速書さ込みには、 DVD - RAM 12倍速書き込みに対応した DVD - RAM メディアが必要です。 

《2召： DVD + R 吕層書込みは DVD+R DL に層）ディスクのみに対応しています。 

《2白： DVD - R は、 DVD-R for General Ver . 吕 .0/ 吕 .1 に準拠したメディアの書込みに対応しています。 

《30: DVD - R 2 層は、 DVD-R for DLVer . 3.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。 
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《31:作成した DVD - R に層)ディスクについては、当社製パソコンに搭載されている DVD-R (2 層)対応ドライブでのみ読み出しが巧能です。 
《32: DVD-R 2層書込みに対応している添付ソフトは 、 「Roxio Easy Media Creator 引になります。但し、追記には未対応です。 

《33: DVD - RW は、 DVD - R 叫 Ver . l .1/1. 2に準拠したメディアの書き換えに対応していまず。 

《34: SuperAudio 巳 D は、从イブリッドの CD Layer のみ読み出し巧能。 

《3巳 ： Ultra Speed 巳 D-RW メディアはご使用になれません。 

《3日： DVD - RAMl 吕倍速メディアの読み込みはサポートしておりません。 

《37: DVD - RAM 1吕倍速メディアの書さ込みはサポートしていません。 

《38: 2モード （7 吕 0 K 目/ 1.44 UB ) に対応しています(ただし、7吕 OKB モードのフォーマットは不可です）。 

《3目： SD/SDHC メモリーカードの、菁作権保護機能には対応しておりません。 「 min 旧 D / mic 「 oSD 力ード」をご使用の場合には、必ず min 旧 D / 
microSD 力ードアダプタをご利用ください。詳しくは 「 min 倍 D / microSD 力ード J ①取 f 及説明書をご参照ください。 

《40: メモリースティックの「マジックゲート J (善作権な護)機能には対応しておりません。「メモリースティック Duo 」 をご使用の場合は、おずメモ 
リースティック Duo アダプタをご和巧ください。詳しくは「メモリースティック DudJ ①取扱説明書をご参照ください。 

※斗！ ： xD - ピクチャーカードの善作権保護機能には対応してお0ません。 

《42: 3.3 V タイプ(または 3 V と表示されているタイプ)のみ使用でさます。巳 V タイプのカードはご使用でさません。 

《43: Keitaide - Music 機能 ( UDAC - U 目プロトコル）には対応していませんので、善作権保護機能のある音楽データは取り扱いでをません。 

《44:ほかのメディアと同時に使用することはできません。 
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ディスプレイ型番 

F 17 R 61 

画面サイズ 

17型(スーパーシャインビユ ー EX 液晶） 

表を寸法(アクティブ表をエリア） 

337( W ) x 270{ H)mm 

画素ピッチ 

0.264 mm 

表を解像度 

1，280 X 1，024ドット、1，024 X 7 曰8ドット※1、800 X 600 ドット※]、巨 40 X 480 ドット※1 

インターフェイス 

ミニ D - Subl 己ピン、 へッ ドフォン出力 xl 、 ステレオライン入力 x ] 

消費電力 

約 36 W 

列お寸法 

約3白 20 A 0 X 2 O 己 (0) X 38 巨 ( H)mm 

質量 

約己. 6 k 巨 

LCD ドットおけ※2 

0.0001巨％む下 

備考 

ステレオスピーカり VV +1 W ) 


《 1 :擬似的に画素を拡大して表示しているため夕字などの線びぼやけて表示される場合びあります。 
※吕：旧013406 -2 の基準に従って、副画素(サブピクセル)単位で計算しています。 
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LAN 仕様一覧 


このパソコンの LAN 仕様一覧は次のとおりです。 


頂目 

規格概夏 

準拠規格 

ISO 8802-3、 IEEEa 02.3, IEEE 802.3 u 、 IEEE 802.3 ab 

ネットワーク形態 

スター型ネットワーク 

伝送速度 

1000巨 ASE-T 使用時：1000 Mbps 

100 BASE-TX 使用時：1 OOMbps 

10日 ASE-T 使用時：1 0 Mbps 

伝送路 

1000巨 ASE - T 使用時： UTP カテコ ’ U 已 e な上 

100己 ASE - TX 读用時： UTP カテコし)已 

T 0 BASE - T 使巧時： UTP カテ 3 U 3 または已 

信号伝送方式 

ベースバンド伝送ち式 

ステーシヨン台巧 

最大1.024台/ネットワーク 

ステーシヨン間距離/ネットワーク経路長※ 

1000巨 ASE - T : 最大約200 m / ステーション間 

100己 ASE - TX : 最大約200 m / ステーシヨン間 

10日 ASE - T : 最大約已〇 Om / ステーシヨン間 
最大100 m / セグメント 

メディアアクセス制御ち式 

CSMA/CD 方式 


※リピータの台数など、条件によって異なります。 
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その他のごミ主意 


[著作権に関するごを意] 

-お客様が複製元の CD - ROM や DVD - ROM などの音楽コンテンツやビデオコンテンツの複製や改変を行う場合、複製元の媒体などについて、善作権を 
巧有していなかったり、著作権ちか5複製や改変の許諾を得ていない場合、利用許諾条件または善作権法に違反する場合があります。 

-複製の際は、複製元の媒体の利用許諾条件、複製などに関するま意事項にしたがってください。 

-お客様が録音•録画したものは、個人として楽しむなどのほかには、著作権法上、善作権ちに無断で巧用することはでさません。 

[ DVD / CD の読み込み/書き込みについて] 

-コピーコント□ール CD など一部の音楽 CD では、再生や C □作成がでさない場合がありまず。 

- CPRM (Content Protection for Recordable Media ) の善作権保護機能には対応しておりません。 

-メディアの種類、フォーマット形式によって読み取り性能が出なし嗎合があります。また、記録状態が悪い場合など、読み取りできない場合びありまず。 

• 1吕 cmDVD / CD のみ使巧でをまず。その化の召 cmDVD / CD 、 A - 卜形、力ード形などの特殊妝扶をした CD はサボート対象列となりまず。 

-設定した書込み、書換え速度を実現ずるためには、書込み、書換え速度に応じたメディアが必要になります。 

-映橡ソフトの再生は、ソフトウェアによる MPEG 吕再を方式です。 NTS 巳のみ対応しております。 Re 邑 ion コード「2」、 「 ALLJLU がの DVD ビデオの再 
生は行えません。再生する DVD ディスクおよびビデオ巳 D ①種類によってはコマ落ちする場合があります。リニア PCM (白日 kHz /24 bit ) で記録され 
ている 20 kHz む上の音寅信号は再生でさません。 DVD レコーダで IS 録された DVD で、書込みお式により再生でさないちのがあります。そのよラな場 
合は DVD レコーダの取扱説明書などをご覧ください。 

- DVD レコーダや化のパソコンで作成された DVD は、再生できないことがあります。 

-ライティングソフトウェアが表おする書込み予想時間と異なる場合があります。 

-作成した DVD は家庭用の DVD プレーヤや DVD - ROM ドライブ搭載パソコンで再生でさますが、一部の DVD プレーヤや DVD - ROM ドライブでは再生 
でさないことがあります。また、メディアやプレーヤの状態により再生でさないことびあります。 

-ソフトウェアによっては書込み速度設定において最大速度を表示しない場合があります。 

陋辺機器接続について] 

-接続する周辺機器および利用するソフトウェアび、各種インターフェイスに対応している必要があります。 

-接続する周辺機器によっては対応していない場合があります。 

- USB 1.1 対応の周辺機器ち利巧でさます。 USB と0で動作するには USB 2.0対応の周辺機器が必夏です。 

-他社製増設機器、およぴ増設機器に添付のソフトウェアにつきましては、動作対呆罰するものではありません。他社製品との接続は、各メーカにご確認 
①上、お客様の責任において行ってくださるようお願いいたします。 
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